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12

月

20

日

（

火

）

、

日

本

の

伝

統

芸

能

に

親

し

み

、

情

操

教

育

に

役

立

て

る

目

的

で
、

想

咲

太

鼓

打

ち

奏

者

の

溝

畑

健

太

さ

ん

を

お

招

き

し

、

全

校

生

徒

参

加

の

芸

術

鑑

賞

会

を

体

育

館

で

実

施

し

た

。

溝

畑

さ

ん

に

は

、

寒

さ

を

忘

れ

る

よ

う

な

熱

気

あ

る

演

奏

を

披

露

し

て

い

た

だ

い

た
。

途

中

で

、

和

太

鼓

体

験

を

希

望

す

る

生

徒

を

募

り

、

ス

テ
ー

ジ

に

上

げ

て

、

和

太

鼓

体

験

が

行

わ

れ

、

生

徒

も

喜

ん

で

太

鼓

を

叩

い

て

楽

し

ん

で

い

た

。ま

た

、

和

太

鼓

ク

イ

ズ

等

も

織

り

交

ぜ

て

、

楽

し

い

鑑

賞

会

と

な

っ

た

。

生

徒

も

１

時

間

の

演

奏

に

、

寒

さ

も

忘

れ

て

聞

き

入

っ

て

い

た

。

伝

統

芸

能

に

触

れ

る

機

会

の

乏

し

い

生

徒

に

と

っ

て

貴

重

な

体

験

に

な

っ

た

。

龍
野
北
高
校
新
聞

～
地
域
と
の
共
生
を
図
り
、
明
る
く
活
力
の
あ
る
学
校
～

ま
ち
を
支
え
る
人
づ
く
り

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
へ
の
道

定
時
制
課
程

４
日
（
水
）
学
校
閉
庁
日

10
日
（
火
）
始
業
式

12
日
（
木
）
教
育
相
談

14
日
（
土
）
龍
北
工
房

15
日
（
日
）
た
つ
の
市
凧
あ
げ
祭

21
日
（
土
）
龍
北
工
房

22
日
（
日
）
全
商
簿
記
実
務
検
定
試
験

23
日
（
月
）
教
育
相
談

24
日
（
火
）
～
30
日
（
月
）
卒
業
考
査
（
４
・
３
修
制
）

29
日
（
日
）
全
商
情
報
処
理
検
定
試
験

31
日
（
火
）
龍
北
工
房
・
テ
ス
ト
返
却

全

日

制

課

程

1
月
の
行
事
予
定

12
月
15
日
（
木
）
本
校
ア

セ
ン
ブ
リ
ホ
ー
ル
に
て
、
令

和
４
年
度

情
報
モ
ラ
ル
講

演
会
が
行
わ
れ
た
。

講
師
と
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ

ス
マ
ホ
ケ
ー
タ
イ
安
全

教
室
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

清
水

真
弓
様
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
今
回
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
実
施
さ
れ
た
。
生
徒
た

ち
の
普
段
使
っ
て
い
る
ス
マ

ホ
ア
プ
リ
の
使
い
方
やS

N
S

に
潜
む
危
険
性
に
関
し
て
動

画
を
使
い
な
が
ら
わ
か
り
や

す
く
解
説
を
し
て
い
た
だ
い

た
。

生
徒
か
ら
は
「
何
気

な
い
写
真
か
ら
個
人
情
報
が

漏
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

驚
き
、
今
回
お
話
を
聞
け
て

よ
か
っ
た
。
」
と
い
う
声
が

多
か
っ
た
。

12
月
16
日
（
金
）
全
校
１
日
見

学
旅
行
で
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ

オ
ジ
ャ
パ
ン
（
大
阪
府
）
へ
行
っ

た
。

県
外
へ
出
向
く
こ
と
は
久
し
ぶ
り

で
あ
り
、
生
徒
た
ち
待
望
の
場
所

と
い
う
こ
と
で
、
と
て
も
充
実
し

た
１
日
と
な
っ
た
。
４
年
生
と
三

修
制
の
生
徒
に
と
っ
て
は
最
後
の

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
今
ま

で
共
に
成
長
し
て
き
た
級
友
と
か

け
が
え
の
な
い
思
い
出
づ
く
り
の

機
会
と
な
っ
た
。

「

看

護

の

統

合

と

実

践

」

の

実

習

科

目

内

に
、

災

害

看

護

実

習

が

あ

る
。

施

設

に

行

く

前

に

、

校

内

で

ト

リ

ア

ー

ジ

の

方

法

、

応

急

処

置

（

三

角

巾

や

包

帯

法

な

ど

）

、

担

架

に

よ

る

搬

送

法

や

ト

ラ

ウ

マ

メ

イ

ク

に

つ

い

て

講

義

・

演

習

を

行
っ

た

。午

前

中

は

日

本

赤

十

字

社

兵

庫

県

支

部

の

方

か

ら

ト

リ

ア

ー

ジ

・

救

護

ポ

ジ

シ

ョ

ン

に

つ

い

て

の

講

義

を

受

け

た

。

そ

の

後

、

外

に

出

て

ト

ラ

ン

シ

ー

バ

ー

の

使

用

方

法

や

ワ

ン

タ

ッ

チ

テ

ン

ト

の

組

立

て

・

た

た

み

方

を

教

え

て

い

た

だ

い

た

。

さ

ら

に

、

実

際

に

自

分

達

で

ト

ラ

ウ

マ

メ

イ

ク

を

し

て

傷

病

者

に

な

り

、

大

地

震

に

よ

る

災

害

を

想

定

し

シ

ミ
ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

を

行

っ

た
。

午

後

か

ら

は

、

兵

庫

県

災

害

医

療

セ

ン

タ

ー

の

方

か

ら

、

基

幹

災

害

拠

点

病

院

に

つ

い

て

、

Ｄ

Ｍ

Ａ

Ｔ

の

活

動

の

実

際

に

つ

い

て

講

話

を

し

て

い

た

だ

き

、

セ

ン

タ
ー

の

役

割

や

災

害

医

療

体

制

、

医

療

及

び

看

護

活

動

に

つ

い

て

学

ぶ

事

が

出

来

た

。

（

※

10

月

７

日

実

施

）

12

月

19

日

（

月

）

に
、

総

合

デ

ザ

イ

ン

科

２

年

生

に

よ

る

、

路

線

図

の

プ

レ

ゼ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン

が

行

わ

れ

た

。

実

習

の

授

業

の

１

つ

と

し

て

、

２

～

３

人

で

グ

ル

ー

プ

を

組

み

、

約

４

ヵ

月

間

で

合

計

17

パ

タ

ー

ン

の

作

品

を

制

作

し

た

。
今

回

は

、

完

成

に

向

け

て

意

見

を

頂

く

為

、

Ｊ

Ｒ

の

方

を

お

招

き

し
、

作

品

の

発

表

と

テ

ー

マ

や

コ

ン

セ

プ

ト

の

説

明

を

行

っ

た

。

生

徒

自

ら

作

品

の

説

明

を

行

い

、

貴

重

な

意

見

を

き

け

る

良

い

機

会

と

な

っ

た

。

今

回

の

プ

レ

ゼ

ン

テ
ー

シ

ョ

ン

を

踏

ま

え

、

年

明

け

か

ら

は

完

成

に

向

け

た

修

正

を

行

う

。

総

合

デ

ザ

イ

ン

科

２

年

生

の

皆

さ

ん

、

も

う

ひ

と

踏

ん

張

り

、

完

成

に

向

け

て

一

緒

に

頑

張

り

ま

し

ょ

う

！


